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QA20  放射能事故等の測定データへの影響は、空間線量率の変化にどのように

表れるのですか

 
  
 1981 年以降大気圏内核実験が停止されたため、セシウム 137 の月間降下量は減少してい

ました。しかし、1986 年にはチェルノブイリ原子力発電所事故の影響により空間線量率が

一時的に増加しました。東京電力福島第一原子力発電所事故の前は、セシウム 137 の月間

降下量は 1970 年代の 20 分の 1 程度のレベルになっていました。 
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